
エルッキ・メリカント 

（Erkki Melartin, 1875-1937）は、フィンランドの作曲家、指揮者、教育者として、特に 20

世紀初頭のフィンランド音楽界で重要な役割を果たしました。彼はシベリウスの後継

者とみなされ、フィンランドの国民的音楽の発展に大きく貢献しました。 

生涯 

• 誕生と初期の教育: エルッキ・メリカントは、1875年にフィンランドのカウスティネン

に生まれました。音楽の才能が幼少期から認められ、ヘルシンキでミュージカル

アカデミー（現シベリウス音楽院）に入学。そこでマルティン・ヴェーゲリウス（Martin 

Wegelius）に師事し、作曲と指揮を学びました。 

• 留学と影響: メリカントは、1900 年から 1902年にかけてウィーンで勉強し、特にリ

ヒャルト・ワーグナーやアントン・ブルックナーの影響を受けました。また、マーラー

の作品や指揮にも大きな感銘を受けたと言われています。この時期、彼の音楽

スタイルはロマン主義から印象主義にかけての多様な要素を吸収し、独自の作

曲スタイルを確立していきました。 

• 教育者としての役割: 1911 年から 1936年まで、メリカントはヘルシンキ音楽院

（現在のシベリウス音楽院）の校長を務め、フィンランドの多くの若手音楽家を育

成しました。この期間、彼はフィンランドの音楽教育に多大な貢献を果たし、彼の

影響は後世のフィンランドの音楽家に大きな足跡を残しています。 

• 晩年: 晩年は健康問題に悩まされながらも作曲を続けました。1937年にヘルシ

ンキで死去しました。 

作品 

メリカントは多作な作曲家であり、交響曲、ピアノ作品、室内楽、声楽作品など、多岐

にわたるジャンルで作品を残しました。 

交響曲 



彼の交響曲は特に重要視されています。彼は合計 6つの交響曲を作曲し、それぞれが

ロマン主義的でありながらも、フィンランド的な要素を持ち、彼独自のスタイルを反映して

います。 

1. 交響曲第 1番（1902年） 

2. 交響曲第 2番（1904年） - 後期ロマン主義的な色彩が強く、フィンランドの自

然と国民性を音楽で表現。 

3. 交響曲第 3番（1907年） 

4. 交響曲第 4番（1912年） 

5. 交響曲第 5番（1925年） - 印象主義の影響が見られ、メロディや和声が非

常に自由で感情豊か。 

6. 交響曲第 6番（1929年） - 彼の最後の交響曲であり、より実験的な要素が

含まれています。 

• 弦楽四重奏曲: 彼は複数の弦楽四重奏曲を作曲し、これらはフィンランド国内

外で高く評価されています。 

• ピアノ作品:  

エルッキ・メリカント（Erkki Melartin, 1875-1937）は、フィンランドの作曲家で、特に交響曲

や室内楽作品で知られていますが、ピアノ曲も多く手がけました。彼のピアノ作品は、フィ

ンランドの自然や精神性、ヨーロッパの印象主義、ロマン主義の影響を受けながら、独

自の音楽スタイルを形成しています。彼のピアノ曲は叙情的で繊細な表現が特徴で、

深い感情を反映しているものが多いです。 

代表的なピアノ作品 

1. 《6 つのピアノ小品 Op.65》 

この作品集は、メリカントのピアノ作品の中で特に有名で、フィンランド国内外で演奏され

ることが多いです。各小品は、短いながらも叙情的で、彼の個性的なメロディーや和声

の工夫が凝られています。 

• 第 1 曲: 抒情的な旋律が特徴的で、穏やかで瞑想的な雰囲気を持っていま

す。 



• 第 2 曲: もう少し動きがあり、リズミカルな表現が際立ちます。 

• 第 3 曲: 哀愁を帯びたメロディが中心で、深い感情を表現しています。 

• 第 4 曲: より軽快で明るいキャラクターが見られる作品です。 

• 第 5 曲: 静かで穏やかな雰囲気を持つ作品。 

• 第 6 曲: 終曲として、力強く感動的な展開を見せます。 

2. 《10のピアノ小品 Op.119》 

メリカントの後期の作品で、彼の成熟した作曲技法が見られます。各小品は短いながら

も詩的で、多様な感情を表現しています。晩年に近づくにつれて、彼の音楽はより内省

的になり、複雑な和声やテクスチャが際立っています。 

3. 《レント（Lento）》 

これは非常に静かで瞑想的な曲で、メリカントの特徴である深い感情表現と、繊細な

音色の探求がよく表れています。フィンランドの自然の静けさを描写するかのような、静謐

な雰囲気が特徴です。 

4. 《抒情的小品集》 

抒情的で詩的な短い小品を集めた作品集で、各曲はフィンランドの自然や四季、精神

性を音楽で描写しています。これらの作品は、彼の最も個人的な感情を反映していると

も言えます。 

5. バレエ音楽からの編曲 

メリカントはバレエ音楽『ブルームメーシェン』などの舞台音楽も手がけており、その中から

ピアノ用に編曲された楽曲もあります。これらはオーケストラの豊かな音色をピアノで再現

する試みとして興味深い作品です。 

音楽的特徴 

メリカントのピアノ音楽には、以下のような特徴が見られます。 



• 抒情性と感情表現: 彼の作品には、フィンランドの自然や精神性を反映した抒

情的なメロディーが多く、感情豊かな音楽が展開されます。 

• 繊細な和声: 印象主義やロマン主義の影響を受けた彼の和声は、時に非常

に自由で繊細です。これにより、豊かな色彩感が生み出されています。 

• 自然描写: メリカントの音楽は、フィンランドの風景や季節感を音楽で描写しよう

とする意図が強く感じられます。 

• 内面的な表現: 彼のピアノ作品はしばしば瞑想的で内省的な性格を持ち、個

人的な感情や思想が反映されています。 

ピアノ教育者としての側面 

メリカントは教育者としても多くのピアニストを育て、そのため彼のピアノ作品は学生にも適

しており、教育的な要素が強いものもあります。彼の音楽は、技術的な挑戦とともに、感

情表現や解釈力を高めるための良い教材としても使用されています。 

まとめ 

エルッキ・メリカントのピアノ作品は、フィンランドの音楽的遺産を反映しており、その繊細

で感情豊かな音楽は、演奏者にも聴衆にも深い感動を与えます。 

 

ピアノ曲では、抒情的で繊細な作品が多く、彼の音楽的感性が反映されていま

す。特に「6つのピアノ小品」（Op.65）は、フィンランド国内でよく知られています。 

バレエ音楽とオペラ 

• バレエ音楽『ブルームメーシェン』: メリカントはバレエ音楽も手がけ、特に「ブル

ームメーシェン」（花の乙女）は、彼のバレエ作品として評価されています。 

• オペラ: メリカントはオペラも作曲しており、彼のオペラ『アイノ』はフィンランド神話を

基にした作品として有名です。 

声楽作品 



彼はまた、フィンランドの詩を基にした数多くの声楽作品を残しており、これらはフィンランド

文化や自然をテーマにしています。 

人間関係 

メリカントはフィンランド音楽界の中心的人物として、多くの著名な音楽家と親交を持って

いました。特にジャン・シベリウスとは、互いに深い影響を与え合う関係にありました。シベ

リウスの影響を受けながらも、メリカントは独自の作曲スタイルを確立し、シベリウスとは異

なる路線でフィンランドの音楽に貢献しました。 

また、彼は教育者としても多くの弟子を育て、その弟子たちは後にフィンランドの音楽界で

大きな成功を収めました。 

思想 

メリカントの音楽は、フィンランドの自然や文化、精神性を反映しており、彼の作品にはフ

ィンランド的なアイデンティティが強く感じられます。また、彼はヨーロッパの印象主義やロ

マン主義の影響を受けながらも、フィンランドの伝統音楽や自然の描写を重視し、非常

に独創的な音楽を作り上げました。 

彼の作品には、人間の感情や自然の風景を音楽で表現することへの強い関心が見ら

れ、その音楽は時に瞑想的であり、時にドラマチックです。 

まとめ 

エルッキ・メリカントは、フィンランドの音楽史において重要な作曲家であり、彼の交響曲

やピアノ作品、バレエ音楽、声楽作品は、フィンランド音楽の独自性を形成しました。彼

の影響は、後世のフィンランド音楽に多大な影響を与え、シベリウスとともにフィンランド音

楽を代表する作曲家として記憶されています。 
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